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    令和７年１１月２５日発行 （第 1５8号）       
本お知らせは、名古屋市に避難されてきた方に役立つ情報をお伝えするため、 

隔月 25 日に発行しています。みなさんのご意見･ご感想をお待ちしています。 

   

 

   

 
 

 

 

 
 

 

 
   

    

 

 

 
 

 
 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

★

あっという間に１２月、今年も１年が過ぎようとしていますね。１２月はクリスマス、正月準
備、大晦日などの行事もあり、慌ただしいひと月です。疲れの上に寒さ（体の冷え）や空気の乾
燥などが重なると、免疫力や体力の低下から体調を崩しやすくなります。年末年始を笑顔で過ご
すためにも、保温や加湿などしながら寒い冬を乗り切りましょう！ 

寄り添い、ゆっくりと、   
でも全力で応援します。 

名古屋って、あったか

くていいまちだなぁ。 



 

 

 

◎ １０月１６日（木） 北区のふれあい給食会にて 

  高齢者や障がい者の方々のふれあいを目的として地域で開催されている「ふれあい給食会」

からお声がけいただき、A さんから宮城県での被災体験についてお話いただきました。 

  当日は３５名にご参加いただき、発災から今までの自身の生活状況や次の災害に備えて今か

ら準備していることなど、丁寧にお話しされました。 

   

◎１０月１７日（金） 瑞穂区の高齢者サロンにて 

  福島県から避難されている B さんに、当時の被災体験についてお話いただきました。被災し

たご自宅の写真等を見て振り返りながら、被災時にあって良かったもの・なくて困ったものを参

加者と共有しました。 

 

◎１０月１９日（日） 中川区の自治会にて 

  自治会の会合でのご依頼を受け、C さんより福島県での被災体験についてお話いただきまし

た。当時の避難状況に加え、名古屋に住んでからの生活状況の変化や気持ちの変化について、

お話しいただきました。 

 

現在、月２～３回程度のペースで依頼が入っており、中学校や高校からのご依頼も徐々に増

えてきています！語り部活動にご協力いただける方がいらっしゃいましたら、被災者支援ボラン

ティアセンターなごやまで、お気軽にご連絡ください♪ 
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